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田島中学校区 学校適正配置検討会議（第９回） 会議録 

 

１ 日  時 令和３年 10 月 26 日（火） 午後７時から 

 

２ 場  所 田島小学校 多目的室 

 

３ 出 席 者 

（委員） 

東 智則委員、岩井 德次委員、大倉 裕子委員、荻田 真司委員、鍾田 昭子委員、 

亀井 孝美委員、北山 泰利委員、福田 成隆委員、舩井 静香委員、光山 政浩委員 

（学校） 

塩見 貴志（田島中学校長）、佐野 仁志（田島小学校長）、木村 幹彦（生野南小学校

長） 

（教育委員会事務局） 

山口 照美（生野区長兼生野区担当教育次長）、櫻井 大輔（生野区副区長兼生野区教育

担当部長）、上原 進（学校環境整備担当部長兼生野区役所こども未来担当部長）、花月 

良祐（総務部学校適正配置担当課長兼生野区役所地域活性化担当課長）、樋口 義雄（総

務部首席指導主事兼生野区役所こども未来担当課長）、大川 博史（地域活性化担当課長

兼教育委員会事務局総務部生野区教育担当課長）、三宅 俊之（総務部学事課学校適正配

置担当課長代理兼生野区役所地域まちづくり課地域活性化担当課長代理）、二川 康裕

（総務部施設整備課老朽対策担当課長代理）、川楠 政宏（地域活性化担当課長代理兼教

育委員会事務局総務部教育政策課生野区教育担当課長代理）、村田 良平（学事課担当係

長）、竹中 一郎（生野区役所地域まちづくり課担当係長兼教育委員会事務局総務部教育

政策課担当係長）、渡辺 久志（生野区役所地域まちづくり課係員兼教育委員会事務局総

務部教育政策課係員） 

（傍聴）０名 

 

４ 議題 

（１） 校歌について 

（２） その他 

 

５ 報告 

（１） 第３回安全対策専門部会について 

（２） 第５回学校環境等専門部会について 

 

６ 議事要旨 

（竹中生野区役所地域まちづくり課担当係長兼教育委員会事務局総務部教育政策課担当

係長） 
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 ・時間になりましたので、田島中学校区学校適正配置検討会議の方、開催させていただ

きます。本日も皆様お忙しい中、お集まりいただきましてどうもありがとうございま

す。私、生野区役所の竹中と申します。どうぞ宜しくお願いします。本日も皆様マス

ク着用のままで会議の方、進めて参りたいと思います。どうぞ宜しくお願い致しま

す。また円滑な議事進行の方、ご協力宜しくお願い致します。これから会議を進めさ

せていただきますが、会議録作成の為録音の方させていただきますのでご了解よろし

くお願い致します。また必ずマイクを使用してご発言の方ご協力お願いします。それ

ではここから座長に議事進行の方宜しくお願いします。 

 （委員） 

 ・はい、こんばんは。お忙しいところご参集いただきありがとうございます。今日は要

点を絞って色々進めていけたらなというふうに思っております。と言いますのも、こ

の会議のそれぞれの部会でですね。皆さん凄く具体的で発展的な議論をしていただい

てますので、そういった意味では、こういった報告を 1つの旨といたしましてね、こ

の会議進めていけたらと思いますので、議事進行等ですね。皆さんご協力いただけた

らなと思います。それでは宜しくお願い致します。それでは本日の会議の議事とし

て、議事進行の前に委員から、１つご提案というかございますので宜しくお願いしま

す。 

＜各出席者へ資料を配付＞ 

 （委員） 

・皆様こんばんは。とりあえずですね、この田島連合におきましても田島小学校の件

は、延々一年二年どうしたらいいかという事の議論を致しております。先般もです

ね。色々な議論をいただいて、田島小学校の行く末といいますか、小学校と、学校と

地域は一体のものであるので、何とか小学校を発展的にやりたいなというふうな色ん

な意見をいただきましたけれども、とりあえず段階的に多くてですね。いっぺんにで

きへんねんやから、とりあえず段階的にどういうふうにしたらいいか議論を始めて行

って、一番ええ方をやりたいなと、こう思っております。そしてですね、お配りの冊

子ご覧になってください。とりあえず、先般、町会長、行政部長、集めまして、こう

いう趣旨でやりたいなという事で、各地域にも周知してくださいという事で、これは

各自治町会の役員会、あるいは地域の方々にもこれは認識していただいてるかなと思

っております。まずはですね、田島中学校区の小中一貫校整備に関する要望という事

で、田島連合の要望で役員全員あるいは、田島連合 1608 世帯の中で 1500 世帯はこれ

に賛成やという事で聞いております。そういう事で、その分これからですね。田島連

合と皆様方が 1番ええ形に残していきたいなと、こう思っておりますので宜しくお願

いします。 

・まずちょっと読み上げていきます。田島小学校は小中一貫校の第二グラウンド、第二

体育館として使用し授業や部活等を行ってくださいっていう事と、そして２番目田島

小学校の運動場の防球ネット、部活の出来る高さに改修する事、田島小学校の校舎は

地域の災害時避難場所、とりあえずここは地域の避難場所、当然ここは地域避難場所
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としてですね。なんとか残していくというところで南海トラフ等々きた時にはです

ね。この辺は全滅ですわ。そうする事によって、広域災害がきた時には被災者が再建

せなならんと、ボランティアが入りにくいという事になりますので、どうしても拠点

がいります。勉強も大事やけども地域の住民の命も大事です。そういうところで 1つ

の議論をしたいこう思っております。 

・それでですね、田島小学校の日常管理の為、人員を配置してください。これはその為

に先般、山本教育長、参加の話の中で、この事を方々お願いを致しました。とりあえ

ずの地域でこれを管理せぇって中々無理な事で、とりあえず教育委員会預かりという

事で、人員配置をし、この学校を整備といいますか、管理をちゃんとしてもらいたい

なと、こういう事の要望でございます。そしてですね、田島小学校の生涯学習ルーム

活動、学校体育施設開放活動を引き続き行うようにする事、地域の方々あるいは高齢

者の方々、高齢者社会でございますので、色々な行事ございます。それに使用のしや

すいような形でして欲しいなと思っております。そしてですね。小中一貫校の通路の

安全確保、この小学生あるいは中学生等々、通学路の安全確保を絶対確保して欲しい

というところでございます。そしてですね、ついでに言いますけれども、田島小学校

の集団登校は、元々昭和何年か忘れましたけれども、その時はまだ終戦後間もない事

でございましたので、なぜ集団登校になったかと言いますと、その時分にですね。や

やこしいおっさんがようけいてはりまして、小学生危なくて 1人で行けないというと

ころで、学校あるいは父兄会等々と相談いたしまして、それやったら高学年の生徒を

先頭にしてですね、あとは１年生２年生３年生続いて集団で 20人位で行ったら、と

りあえず何とか守れるんちゃうかっていうところで、集団登校の形になりました。こ

れは是非とも守ってください。これはあの子どもをバラバラにして、それぞれ行った

らええというような形になったら、またややこしい事になりかねないと、これは地域

の要望でございますので、どうぞ宜しくお願いします。 

・そしてですね、小中一貫校が開校することで買い替えが必要になる見守り隊活動に必

要な備品については行政の負担によって用意をしていただきたいこう思っておりま

す。以前はですね。あるところからそういうものを寄付をいただきましたけれども、

今回はかなり、ユニフォーム等という事で、かなりの資金もかさむと思いますので、

とりあえず行政にも先ず考えてもらいたいなとこう思っております。そしてですね、

安全の為に小中一貫校の環境整備を行う、中庭の人工芝ほか、あるいは防犯カメラを

設置する等々全部やって欲しいなと思っております。そしてですね、この学校の廃校

という事は絶対避けてほしいなと思っております。とりあえずどういう形で授業を行

うという事は先生方の裁量でですね、なんとかこの学校に、人も多く、生徒も沢山毎

日来るそういう形をとってもらわん事には、カラの学校はいつまでもほっとくわけに

はいきませんので、また追々ですね、地域の要望いっぺんやってみな分かりませんの

で、これから地域の田島連合においてですね役員会あるいは等々、地域の方々とご相

談をしてですね、決めていきたいなとこう思っております。他には等々ありますけれ

ども、また追々ですね、言っていきたいなと思っております。宜しくお願いします。 
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 （委員） 

・はい、ありがとうございました。委員からこのようなご要望ございまして。 

 （大川生野区役所地域活性化担当課長兼教育委員会事務局総務部生野区教育担当課長） 

・よろしいですか。今、委員からございました要望につきましては、昨年来から色々と

話聞かしていただいている分かと思います。今、実際にこの検討会議で議論いただい

ている内容ですとか、それぞれの部会で議論いただいている内容もございますけど

も、またこの内容、新たにお伺いする内容等ありますので、具体的にはまたそれぞれ

話をさせていただきたいと思いますので、宜しくお願いします。 

 （委員） 

・こういった要望がベースにございまして、具体的な議論になっていくかと思いますの

で宜しくお願い致します。それでは本日の会議の議事としております校歌について意

見交換させていただきます。事務局より説明お願い致します。 

 

【校歌について】 

（１） 行政からの説明 

 （説明者：三宅総務部学事課学校適正配置担当課長代理兼生野区役所地域まちづくり課

地域活性化担当課長代理） 

 （議事資料１に沿って説明） 

 ・こんばんは。教育委員会事務局兼生野区役所の三宅でございます。どうぞ宜しくお願

い致します。委員の皆様におかれましては、応募のありました校歌の歌詞案について

事前にご確認をいただきましてありがとうございました。それでは資料に沿って説明

をさせていただきます。議事資料１-１をご覧ください。１の歌詞案についてでござ

いますが、前回ご確認させていただきました通り９月の１日から 10月の８日までの

間、校歌と歌詞の一般公募を行ってまいりました。公募の結果でございますが、16件

の応募がありまして、そのうち４件が生野区内からの応募となっておりまして、残り

の 12件は大阪府外からの応募という事になっております。岩手と金沢からは２件ず

つ、それから北海道、山梨、東京、静岡、愛知、滋賀、京都、奈良から１件ずつとい

うような形になっております。次に議事資料１－２をご覧いただけますでしょうか。

応募のありました作品を受付順に議事資料１－２の通りに取りまとめております。そ

れから次に参考資料１というのがホッチキス留めで次の束になって置いてあります。

こちらは歌詞案を選定する際の参考資料といたしまして、予め歌詞案を田島小学校、

生野南小学校、田島中学校の教員の皆さんに見ていただきまして、歌詞案に対する意

見、感想をお聞きしまして、その意見等をまとめたものになっております。Ａ３でお

配りしている分が田島小学校と生野南小学校の意見等をまとめたものでして、その後

ろについております、Ａ４で添付しておりますのが、田島中学校の意見等をまとめた

ものという事になっております。様々なご意見の方、お伝えさせていただいておりま

すが、全体を通しまして、教員から好意的なご意見等が多かった歌詞案をいくつかご

紹介させていただきます。ナンバー４、山梨の方から応募いただいたものなんですけ
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ど、これにつきまして、生駒、生野、アジサイなど主張しすぎずに地域の特徴を表現

できており、かつ表現に偏りがないといったご意見がありました。また生野区から応

募ございました、ナンバー５ですね。これにつきましては、明るい、元気よく、希望

といった言葉があり、元気がもらえる歌詞が低学年の児童にも分かりやすく、大きな

声で歌う様子が想像できるといったご意見がありました。また 12 番の方が生野区か

ら応募がありました分なんですけど、朝の明るい情景が目に浮かんできていいといっ

たご意見がございました。その他の意見、感想等を見つめまして歌詞案を選定する際

の参考としていただきますようお願い致します。次に議事資料１-１の方に戻ってい

ただけますでしょうか、２の作曲及び今後のスケジュールについてでございますが、

前回の検討会議においてお示ししました、校歌決定の進め方の通りですね、本市教員

で作曲ができる教員へ作曲の依頼を行ってまいりたいと考えております。現時点で作

曲のできる教員を検討し、業務の都合も確認しながら調整を行ってまいりましたとこ

ろ、過去に本市でも複数の校歌の作曲の実績がある教員に校歌作曲の内諾をいただく

ことができております。過去の作曲での好評をいただいておられる先生ですので、本

日の検討会議でご承認いただけましたら、当該教員の作曲を進めさせていただけたら

と考えております。本日は意見交換行いまして、歌詞案を決定いただけましたら、決

定した歌詞を基に先ほど説明した、教員に作曲を依頼しまして、来年２月の検討会議

において完成した、校歌の原案を検討会議で確認いただきたいなというふうに考えて

おります。説明は以上でございます。宜しくお願い致します。 

 

（２） 意見等の概要 

 （委員） 

・はい、ありがとうございます。実際にこの歌詞案ですね。皆様にお配りしているかと

思います。色々ね、教職員の皆さんから参考までに評価いただいてたりするんですけ

れども、皆さん、どういったところが良かったかと、そういったお言葉を添えてです

ね、一応２つずつぐらい出してもらえたらと思っております。そういった形で意見交

換していきたいと思いますが、それどうしましょう？１つ１つ…インスピレーション

で結構ですので、これがいいなっていうをまた２つずつぐらい、おっしゃってくださ

ったらと思います。それでは宜しくお願いします。それじゃあどうしましょうかね。

これだっていうご意見…順にと思います。 

（委員） 

・私は、４番選びました。たぶんこう先生らもおっしゃったように分かりやすいし、子

ども歌いやすいし、アジサイとかそういう…なんていうんですかね、地域の言葉も入

ってるというか、そんなんでいいんかなと思いました。で、あとウチ義理のお母さん

に同居してるんですけど、聞いてみたらお母さんは６番の御勝山とか生駒山、平野川

これめっちゃええやん言うてお母さんは６番を推してましたので私は２つそれでいき

ます。以上です。 

 （委員） 



6 

 

・ありがとうございます。 

 （委員） 

・私も４番がいいと思いました。１番の歌詞がそんなに長くなく小学生に分かりやすい

なっていうところと、メッセージも凄くいいなって思いました。それと違うパターン

として私も６番いいなって思って、４番よりは１番の歌詞は長いんですけどそんなに

難しいのは入ってないし、地域の色々なものが入っているし、これがいいかなと４番

と６番を選びました。 

 （委員） 

・ありがとうございます。 

 （委員） 

・僕も１つは４番がいいと思います。アジサイとか生野区代表するやろうし、もう１個

は５番ですかね。３番の歌詞までは多いのか。５番の方がすっきりした感じがしま

す。 

 （委員） 

・何番ですか？ 

 （委員） 

・５番です。６番はちょっと長いかなって５か６で迷ったんですがそれでお願いしま

す。 

 （委員） 

・あ、すいません。僕も１番いいなと思ったのは５番の歌詞だと覚えやすそうで、ただ

個性が感じられないというかおるのですが、低学年が歌うならいいのかなと。あと、

そうですね…基本的には歌詞って３番まであった方がいいんですかね。２番でもいい

んですかね、それがよく分からないんですけど。 

（委員） 

・でも、生南が３番まであるんですよね。 

（委員） 

・田島が３番 

（委員） 

・２番じゃない、こっちが２番で田島が３番やから両方あり。 

 （委員） 

・僕も２番までの方がいいのかなと思いましたので、６番かなと。５番と６番がいいか

なと思いました。以上です。ありがとうございます。 

 （委員） 

・お願いします。 

 （委員） 

・えっと、そうですね。大体見た感じインスピレーションでいったら６番がええと思い

ます。以上です。 

 （委員） 



7 

 

・なにか理由ございました？ 

 （委員） 

・パッと見た感じですね。 

 （委員） 

・承知いたしました。ありがとうございます。 

・私はそうですね…ちょっとひねくれもので申し訳ないんですけれども 10番。難しい

かなっていうのもあったんですけれども桜とヒシがあって校章とリンクするなって思

ったので 10 番どうかなと思いました。ただ、あんまり田島中学校に桜が目立つとこ

ろにないっていうのはあるんですけれども、なにかそういうふうな今後、育ててって

みてもいいのかなそういうふうに思いました。もう 1つはと言いたいところなんです

が、10 番 1 つにさせてもらいます。 

 （委員） 

・私は歌が音痴なんでウチの家内に選んでいただきましてですね、家内も鳥取でコーラ

スやっておりまして、第三者の意見の方がいいかなと思いましてですね、一応、聞き

ましたんが２番と 11 番。あっさりしているっていう形で非常にいいんかなっていう

形でコーラスの立場から一応アドバイスいただきました。私はちょっと…一応、全部

きちっとは見たんですけど、あまり歌は音痴なんでできたら家内の方の意見が参考に

できればなというふうに思いました。 

 （委員） 

・ありがとうございます。 

 （委員） 

・最初に予想してた通り生駒率がかなり高くて御勝山まで入ってるので、あえて生駒が

入っていない７番。これ新しい学校の歌に相応しいし、簡単すぎずに難しすぎないん

で、小学校の校歌にはいいんじゃないかなと思います。それとあと１つ僕も 11番な

んですけども、希望とか笑顔とか勇気とか前向きな言葉が、沢山入ってるんで新しい

学校に相応しいんじゃないかと思いました。以上です。 

 （委員） 

・ありがとうございます。 

 （委員） 

・私は４番と 11 番ですね。難しい事はあれなんですけど、直感的にインスピレーショ

ンで、読みやすいというか分かりやすい歌詞がいいかなというところで４番と 11 番

を選びました。以上です。 

 （委員） 

・ありがとうございます。 

 （委員） 

・私は４番と７番。４番はやっぱり生野区らしい歌であって、７番は 1番目が理想を目

指し２番目は新たな歴史とか３番目は大きな未来、今から作っていく学校にしては凄

くいい感じなのかなと思いました。以上です。 
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 （委員） 

・ありがとうございます。さて色んな意見、また第一印象で投票いただきつつ皆さんの

意見いただきました。そういったところスタートに皆さん他の人のご意見とかに乗っ

てみたりしながらちょっとなんか議論していただきたいなと思います。ざっくばらん

で結構ですので。いかがでしょう。投票でいいますと 4番が非常にインスピレーショ

ンもまた評価が良かったみたいで、また地元を彷彿とさせるというところが評価が高

いところでした。６番があれですね、地元推しですね。６番４番が地元推しですね。

結構。４番、６番。委員ご意向と違うんですが、どうしても生駒率が高いですかね。

６番をお作りになったのはどちら様の方ですかね。滋賀県から応募していただいてま

すね。山梨県滋賀県からですね。４番が山梨県、６番が滋賀県ですね。 

 （・・委員） 

・滋賀県の人がようこっちの情報よぉわかるな。 

 （委員） 

・調べまくってるんですかね。 

 （委員） 

・かなりね。 

 （・・委員） 

・ほんとですね。 

 （竹中生野区役所地域まちづくり課担当係長兼教育委員会事務局総務部教育政策課担当

係長） 

・出身の人がいる。 

 （委員） 

・確かに。 

 （委員） 

・御勝山でてくるってすごい。 

 （委員） 

・逆にちょっとネガティブなご意見ご指摘をしてもらってもいいと思うんですが、何か

ここちょっと気になるとか、そういったことございますかさっきのまあ生駒率が高す

ぎるっていうこととか。まあネガティブでございますけど、私の予備りんでちょっと

お話すると、校章がね、どうしてもさっきあった菱なんですけども、そこにアジサイ

っていうのがどうなんかなっていうのが、ちょっとひっかかったんで、まあそれで違

うやんかっていう風にちょっと思ったんです。他ございましたら、もうね、ある意味

こうこの校歌ってどういう意味なんって聞かれる立場でもあるでしょうから、何か気

になる、これ引っかかる点あったら、どうぞおっしゃってください。 

 （・・委員） 

・そうですね。 

 （委員） 

・何かあの、まあこのまま、この流れでいきますと、多いものから、最終決戦っていう
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とちょっと、とんとん拍子すぎるかもしれませんがそういう形になるんですけれど

も、よろしいですか。学校、学校長もなにか、ご意見ご指摘等ありましたら、ちょっ

と先に聞いておきたいなと思いますが。 

 （塩見田島中学校長） 

・すいません。１枚もので、もうプリント出してるんでそこにできるだけ、まあちょっ

と辛辣な意見も含めて書いてます。中学校は４番５番一推し二推ししてるんですけ

ど、アジサイは実は玄関入ったところのピロティのタイルが、田島の田んぼの田って

いう漢字、元のタイルっぽいんですけど、それと、それでアジサイを表現しているタ

イルがあるんですね。だからちょっと親和性があるかなと思ったのと、新しい校舎に

なった時に、１号館２号館３号館新館別館ということで、小学生が非常にこうわかり

にくい、まあ三角形になってたりっていうことなんで、実はちょっとした工夫でシャ

ッターの色とかを階段で縦に、ピンク階段とか紫階段とか緑階段とかアジサイの色に

由来してるので、ひそかに。子どもらに何々教室行くときはピンク階段使いやとか、

言えるようにちょっとした工夫を仕掛けています今。だから、区の花でアジサイがあ

る４番は、うちの新しい校歌になっても、とてもしっくりくるのかなという風に思っ

ています。 

 （委員） 

・ありがとうございます。 

 （佐野田島小学校長） 

・僕も自分とこの４番で、まあキーワードとか書かしてもらったんですけど、まあ３番

まであるんですが、そんなに一番一番が長くないから、まあそんな覚えにくいことも

ないのかなということは感じてます。すいません、簡単ですけど。 

 （委員） 

・ありがとうございます。お願いします。 

 （木村生野南小学校長） 

・はい。僕は最初見た時に、まあ４か５がいいかなって思ってました。まあ５も歌いや

すいのかなと思うんやけど、そのこれうちの職員なんですけど、丁寧すぎて個性が感

じられないと思いますって、言われたら確かにちょっとこう、ね。何か新しくできる

学校っていうところのなにかこの地域のこととかの、あれが薄いのかなって、なって

今皆さんの意見聞いたら、なるほど４は、いろんなことを取り入れられてるのかなと

いう気がします。以上です。 

 （委員） 

・ありがとうございます。他ございませんか。それじゃあちょっと絞ってみましょう

か。例えば上２つ、もしくは上３つですね。はい。ほんなら、上２つだとしましたら

４、６、それから、上３つとしたら４、６、11ですね。それじゃあ４、６、11でち

ょっと一度、投票してみましょうか。それでもうほぼ決定になりますが、よろしいで

すか。 

 （上原学校環境整備担当部長兼生野区役所こども未来担当部長） 
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・座長ちょっとよろしいですか。 

 （委員） 

・はい、お願いします。 

 （上原学校環境整備担当部長兼生野区役所こども未来担当部長） 

・ちょっと調べてみたんですけど、勝山小学校の校歌に、御勝山は入ってませんでし

た。逆に、あの生駒が入ってました。桃谷中学校の方にも別に御勝山は入ってないで

すね。勝山小がはじめの所が「生駒の山の空高く」ってなってます。あと淀川が出て

きたりしてますね。 

 （委員） 

・淀川。 

 （上原学校環境整備担当部長兼生野区役所こども未来担当部長） 

・大阪城とか、結構割と広域でありますね。 

 （木村生野南小学校長） 

・すいません。ちょっといいですか。あの生駒って、大阪市内の学校では結構あります

よ。私おった学校でも、やっぱり特に昔は見えてるんで、海辺の学校でも生駒とか大

和川とか淀川とか、海辺やったら淡路島とか、やっぱりこう、遠くから見える景色が

入るんで、だからまあ、別にそれ、全然悪い事でもないかなとは思うんです。すいま

せん。 

 （委員） 

・ただ単に、あの東側の学校は生駒が多いなっていうだけで、僕も一票投じている 11

番も生駒。確かに僕らはね、生駒見て、それが東やってもう覚えてましたからね。ど

っから見ても見えるんで。 

 （委員） 

・それじゃあちょっと投票しましょうか。よろしいですか。 

 （委員） 

・一つ、1個選ぶんですか。 

 （委員） 

・一つにしましょうか。よろしいですか。三つで三択ですからね。一つやな。１個でい

きましょう。それじゃあすいません。あの。書いてもらえますか。書いてもらいまし

ょう。それでは４番６番 11 番で。過半数越えなければ、ちょっと議論しましょう

か。 

＜各委員からの投票を事務局にて集計＞ 

（委員） 

・集計ありがとうございます。はい、集計の結果、４の歌詞案が６票、６の歌詞案が１

票、歌詞案 11が３票となりました。まああのそうですね。12 のうち６票ですからも

う過半数いってますので、みなさんこの 4番の歌詞案でよろしいでしょうか。 

 （各委員） 

・はい。 
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 （委員） 

・はい。これ読み上げなくてよろしいですかね。はい、それじゃあ４番で進めていただ

きたいと思います。それでは事務局にお返しします。 

（三宅総務部学事課学校適正配置担当課長代理兼生野区役所地域まちづくり課地域活性

化担当課長代理） 

・それでは４番の歌詞でですね、曲について作曲の方、依頼しまして来年２月の検討会

議で、ご確認いただけるようにしていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願い

いたします。 

 

 【報告 第３回安全対策専門部会について】 

（１） 行政からの説明 

（説明者：（三宅総務部学事課学校適正配置担当課長代理兼生野区役所地域まちづくり

課地域活性化担当課長代理） 

 ・続きまして、９月 29日に第３回の安全対策専門部会の方開催しましたのでその報告

をさせていただきます。通学路の第３回の専門部会の方でですね。通学路のこの安全

対策についての意見交換を行いました。報告資料の１の方をご覧いただけますでしょ

うか。主な確認事項といたしましては、新通学路の安全対策についてなんですけど、

16 番の横断歩道と外側線の位置ずれの修正につきましては、南北道路が、朝の９時か

ら夕方、朝の７時から９時と、夕方の２時から４時に時間帯通行規制をしていると、

いうこともございまして、位置ずれの修正はもう無しということでいただいておりま

す。地図の方で見ていただきますと、田島中学校の北側真ん中くらいなんですけど

ね。16 番って書いた道路の一番南端の所で横断歩道があるんですが、北から下りてき

た所で、外側線が西側、道路の西側に通ってます。横断歩道の方がどちらかという

と、東側の方に寄っている。このズレを修正できないかいうことでご意見いただいて

たのですが、警察の方からはこの道路そのものが登下校の時間帯については、時間帯

規制がかかっているので、その必要ないんじゃないんでしょうかというお話がありま

して、専門部会の方で議論させていただいて、修正なしでということになりました。 

・それから田島小学校と田島中学校の間の南北道路、これが 10番 12 番と書いてあると

ころですけれど。東側には外側線、西側にはもう既に外側線がありますので、グリー

ンラインの方を塗装すると、それから西側については自転車や植木鉢等を置かないよ

うに周知していくということでの確認をしております。それから 18番、田島中学校

の正門がある交差点、こちらについては歩車分離信号への運用変更について、西から

東に向けて道路横断する児童の信号待ち時の安全対策について、路面シール等の実施

対策を次回までに、整理したうえで再度検討するということになっております。 

・それから生野南小学校の方の地図に出てきます、20番の道路。生野南小学校の西側か

らこう南へ下りていく川沿いの道になるのですが、こちらにつきましてはグリーンラ

インを民地側に引くのか、川沿い側に引くのかということで、地域に持ち帰っていた

だいて検討するということになっております。それから通学方法についてなんです



12 

 

が、こちらにつきましては令和４年度開校時においては現在の小学校区ごとの登校方

法を引き続き行うこととするということで、田島小学校区の集団登校の実施方法につ

いては、改めて学校、地域、保護者で、検討していくこととするという風になってお

ります。主な説明事項としましては、議事資料にそって説明をしているところでござ

います。 

・それからその他意見等の主なものなんでございますが、新通学路の安全対策について

の方では、18番、田島中学校の正門前の交差点ですけれど、校門前に立つ先生の目が

行き届かないのであれば、見守り隊での対応も考える必要があるという意見がござい

ました。それから 18 番の交差点について、路面シールなどで児童生徒の信号待ちの

場所を示す事はできないかというご意見がございまして、工営所の方に確認するとい

うことになっております。 

・それから 20番のグリーンラインの方については住宅側の方がいいのではないかとい

う、住宅側であればマンションなどを逃げ場所にできる可能性があるのですが、堤防

側になりますと逃げ場所がないということもあるし、トラックが駐車していたりして

危ないと思うという意見があり、地域に持ち帰って検討いただくということになった

ところでございます。それから田島温泉から北向きの道と中学校へ向かうそれぞれの

道について、路上駐車が多くて自転車もスピードを出し過ぎて心配だという声がある

ということで、北向きの道にグリーンラインを引くだけでなく近隣の方に、ここが通

学路や子どもが通る道になることを、声かけしてほしいという意見がございました。 

・区役所の方ではですね、令和４年３月の広報いくのでの新校の紹介をする予定でござ

いまして、その中で通学路の安全対策の方も紹介することになっております。児童の

安全上、通学路そのものは掲載していません。地域の回覧の中で通学路についてのお

知らせし、周囲の方々にも児童の通学時の安全を見守っていただくようお願いしてい

くところでございます。文案等またお示ししながら進めていきたいと思っております

のでご協力をお願いしたいという風に回答をしているところです。 

・それから安全対策の工事開始についての、ご質問がございましたが、建設局の方の工

事入札が不調となってしまいまして、再入札の方がされまして工事業者が決定したん

ですけれど、今、工事の準備の方を進めている状況でして、実施内容まだ決まってい

ないというところもありますので、実施内容決まっていない以上、ちょっと工事が後

回しになるっていうこともありますので、できるだけ実施内容については早く決めて

いきたいという風に思っているところです。具体的なスケジュール等が分かりました

ら出来るだけ早くお示めしする予定という風に考えております。 

・それから通学方法についての方なんですけれど、田島小学校区は現在集団登校が何ら

問題もなくできているので、従来の登校方法を崩してほしくないという、生野南の方

は個別登校が良いと思っており、今後も継続すると。田島は集団登校が良いと思って

それを継続するのは、特段いいのではないかと思うという意見がございました。 

・報告内容については以上でございまして、それから通学方法につきましてなんですけ

れど、部会において小学校区ごとの登校方法を引き続き行うことと、ご確認いただい
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たところですが、生野区からもですね、教育委員会事務局における統合後の通学方法

の考え方や意見交換の進め方について、ご質問をいただいたところですので、基本的

な考え方をご説明させていただきます。通学路等の安全対策につきましては学校保健

安全法第 27 条によりまして、学校においては児童生徒に対する通学を含めた学校生

活等に関する指導や計画を策定し、実施しなければならないという風に規定されてお

りまして、同法の第 30条によりまして、児童生徒の安全の確保のため、保護者、警

察等の関係機関、地域の安全を確保するための団体、地域住民等との連携を図るよう

努めるものとするという風に規定されております。 

・一方でですね。集団登校それから個別登校の選択については、法令等に規定されたも

のはございませんで、学校や保護者、地域等が連携して、それぞれの地域に即した方

法を選択して、児童の安全を確保していくものという風に考えておりまして、今現在

の開催しております学校適性配置検討会議や安全対策部会の方で意見交換を行いなが

ら、田島南小学校に即した通学方法を検討し、進めていくものという風に考えており

ます。通学方法につきましては様々なご意見がございましてこれまでも議論、重ねて

まいりましたところですが、本日の検討会議でもご意見等ございましたら、意見交換

等おこなってまいりたいと思っておりますのでどうぞよろしくお願いいたします。説

明は以上でございます。 

 

（２） 質問等の概要 

（委員） 

・はい、ご説明ありがとうございます。何かご意見ありましたらよろしくお願いしま

す。それじゃあ安全部会に出られてる方に何か補足がありましたらと思うんですが、

何かございませんか。 

 （委員） 

・別に特に書いてある事そのままなんですけども、もうあの、今言っていただいたこと

以上のことはありません。以上です。 

 （委員） 

・すいません。 

 （委員） 

・はいどうぞ。 

 （委員） 

・私も安全部会に出てるんですけれども、一つちょっと、登校方法についての話し合い

の中で、もうこの間もそうですし、去年度も一度やったんですけども、その中で、学

校間のこともそうなんですけれども、お互い違うやり方違う、いろんな方法で、生徒

のこともそうですし、いろんな他のことも、違うやり方でやってきてるっていう中

で、よりいい話し合いの中でお互いわかり、知らない部分わかったりしながら、わか

りあっていけたらいいなっていう、プラスになっていくようないいところをこう、と

っていったり、相手のことも気づいていけるようないい話し合いなればいいなってず



14 

 

っと思っているんですけれども、なかなか登校方法の話の中で、あの、こちらは集団

登校で、生野南さんは個別登校でってことで、それについて、もうちょっとより深い

話し合いがしたいなって思う中、なかなかこう表面的な話でいつもこう終わってしま

うことがありまして、それについて集団登校のいい部分を話聞いていただきたいのに

そういう話にまでいつもならず、ちょっとなってる部分もあるので少しだけ話聞い

て、こちらのこのときにちょっと、なかなか話せてない部分をちょっと、聞いていた

だけたらなっていう思いでちょっと話させてもらってもいいでしょうか。この間の安

全部会の中でそれぞれの登校のしかたをお話、それぞれの校長先生お話されるなか

で、木村校長先生の方から、個別登校でいきますっていう生野南はっていう話の中

で、いくつか本当にあの、箇条書きにされて集団登校、こう書かれてたので、こう書

かれてたっていうことがありまして、集団登校の列では、前を歩く児童の背中やかか

とばかり見て周りを見づらくなり危険を回避しづらくなる。集団登校の集団場所が遠

い場合、通学距離が増えたり待ち時間など含めると通学時間も増えたりする。班長の

子の心理的負担がとても大きいという理由で個別登校しますっていうことで、お話が

ありました。その部分の中で例えば、集団登校の列では前を歩く児童の背中やかかと

ばかり見て周りを見づらくなる、危険を回避しづらくなるっていうような部分につい

て、あまりこう適当な内容ではないんじゃないかなって私たちは感じてます。田島小

学校の保護者もそんな風に子ども達が行ってて、危険だって感じるような場面ってい

うのは、感じてません。田島小学校でそのようなことが危険であるという声はない

し、むしろ低学年の保護者からは毎日、正しく通学路を通って、規即正しい時間に送

り出せて、生活リズムも整って、過ごせてありがたいっていう声が、私ら全員の親に

はちょっと聞けていないんですが、聞いた親御さんの中で本当にあの、大半がそうい

う声です。実際集団登校中の事故も一度も起こっていません。集団登校始まってから

そういう事例もありません。そういう表現でされてしまうと、まあでも私もいろいろ

あれから調べたりもしたんですけど、集団登校危険とか、そういうワードもあがって

くるようないろんなことをあるような、場面があるんです。やっぱり時代背景ととも

に、いろいろそういう地域性もあってなかなかこう、集団登校ができにくい場所もあ

るだろうし、一概に言えないっていうことなんですけれども、あの私、この間ちょっ

と魔の７歳児っていう言葉を知ったんですけど、交通事故が起きて、そういう死亡す

る子どもが多い、事故が多いっていう年齢っていうのは、老人の方はちょっと抜く

と、７歳児がダントツなんですね。親から離れて、やっぱり１年生なって初めてこ

う、自分で行動することが増えてやっぱり、すごく事故が一番多い。注意しても、そ

の視野の実験をされてる番組あったんですけど、やっぱり視野がそこまで広くなく

て、一つのことに夢中になったらなかなかこう、危険に気づきにくいような、気づけ

る子も、気づける子はいいし、やっぱり６年生とか高学年とか、そういう風なこと

に、気づくような子たちはいいんですけど、やっぱりより小さくてそういう、低学年

とか注意してても、気をつけるように言ってもなかなかできないような子たちが、や

っぱりより小さくてそういう低学年とか注意してても、気をつけるように言ってもな
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かなかできないような子たちがやっぱり事故に遭う場面が多いんじゃないかっていう

ので魔の７歳児って言われてるそうです。そういう子たちについて、そういう危ない

場面っていう言葉でいうと、例えば個別登校の中でも低学年同士の子どもがおしゃべ

りしたりして行ってたりして、やっぱ前を見てなくて、もちろんふざけたりして事故

に遭うような危険もあると思うし、集団登校の子どもたちが背中ばかり見て、下ばか

り見て、それで危険を回避しづらくなるっていうことはないっていうことは分かって

いただけたらなと思って、そういう箇条書きで放言をされた部分については、ちょっ

と私たちが思ってる、私たちは安全に行けてるって思ってますし、皆さん思ってるよ

うな、さっき冒頭のお話でもありましたけど、20 名とかそんな今この少人数、単学級

になってそういうことはないです。３、４人……。４人とか５人っていう班もあるぐ

らいで、そんなすごいズラーッと並んで一列になってっていうようなこともありませ

んし、お互い、私はそういう事件とかそういう事故っていうのは登校方法で起きてる

っていう言い方を一概にするべきじゃないんかなって思ってますし、集団登校だから

事故が多いっていうことはないですよね。だからとか、そういうような表現されるよ

うな部分とか、あとそれは違いますよね。 

 （大川生野区役所地域活性化担当課長兼教育委員会事務局総務部生野区教育担当課長） 

・失礼します。集団登校だから事故が多いという事例は把握はしてない状態です。そう

いうことはないかとは思ってます。 

 （委員） 

・はい。 

 （大川生野区役所地域活性化担当課長兼教育委員会事務局総務部生野区教育担当課長） 

・ちょっと冒頭、報告のときに説明、漏れてますけども、登校方法の資料、部会のとき

と今日お配りしている分、若干修正させていただいてます。 

 （委員） 

・はい。それで、世間で起きてるそういう登下校時の事故で、集団登校のせいで起きて

るっていうような話も耳にするんですけども、集団登校イコール危険って思われて、

そういうメッセージが出されてしまうと生野南の親御さんの中でもすごい不安に感じ

られたりとかするんじゃないかって話もちょっと聞いたりするので、事故が起きるケ

ースっていうのは一概に何かで起きるっていうことでそれのせいだってことはやっぱ

り言いにくいし、皆さん記憶に新しい千葉県の八街市であった列に突っ込んで子ども

たちがっていうような事故が２年ぐらい前にあったんですけど、その場合も下校中の

事故やったけど集団下校であったわけじゃなくて、その道に同じ時間帯に子どもたち

が帰る、そしてその中で歩道がほとんど確保されてなくて、逃げ場がない一本道みた

いな中で起きた事故やったりします。だから、こう集団である。でもその集団ってい

うのもいろいろな言い方をされると思うんですけども、私は登校方法じゃなくてその

シチュエーションが整うと起こると思うんです。危ない道であって、そこに個別登校

の子どもたちでも、前に例えば信号待ちなんかでずっとたまっていったりして、そこ

に子どもたちの集団みたいなものができる場面もあるかもしれないじゃないですか。
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そういうときに事故が起こったり、不注意であるときの状況であったり、それは登校

方法ですごいなるってものではなくて、そういう状況が整ってしまうと。で、そうい

う状況を私たちはなるべく安全な登校ルート、安全な通学路を整えるっていうこと、

そして見守る環境を整えるっていうことでなるべくそれはリスクを小さくする。そし

て、その中でよりちっちゃい子を守るっていう意味で。そこの話合いをしていきたい

なって思っていますので。 

 （委員） 

・委員、よろしいですかね。よろしい。よく分かりました。集団登校が一概にいいのか

悪いのかっていうのはちょっと決めないでほしいっていうのはよく分かりました。そ

れについて、また議論深めていただきたいんですが、何か周りの方の御意見あればと

思うんですが。 

 （木村生野南小学校長） 

・いいですか。ちょっと３つぐらい。 

 （委員） 

・すいません。すいません、それなら私。それ１個ずつ。 

 （木村生野南小学校長） 

・先。どうしましょ。 

 （委員） 

・すいません、ちょっとあくまでもこれ協議会なので、議論なので。御意見とか、そう

いう補足することはそれぞれ、交わしていただけたらと思いますので、一つ一つポイ

ントでちょっと御意見いただけたらなと思いますので。その御指摘に対してちょっと

また補足とか御説明等いただきたいと思います。 

 （木村生野南小学校長） 

・よろしいですか。 

（委員） 

・キャッチボールでお願いします。 

 （木村生野南小学校長） 

・まず、集団登校と個別登校でそれぞれメリット、デメリットはあると思います。た

だ、じゃあ集団登校のデメリットは何かっていうと、やっぱり縛りがかかってるん

で。一緒に歩くとか。例えば、班長がおったらこれは離れたら駄目なんで、班長につ

いていこうという縛りがかかると思うんですね。僕いつも新学期なって１年生連れ

て、最初はずっと１か月ぐらいは帰っていくんですけど、学校のそばに横断歩道とか

あるんですけど、横断歩道があっても何があっても信号があっても、渡るとき必ず確

認しなさいとか、速く走ってくる車がおったら必ず見なさいって言って注意してるん

です。だから道路でグリーンライン引くとか設備面の安全確保っていうのは当然すご

く大事なんですけど、最後はやっぱり子ども自身が自分で周り見てよけるっていうこ

となんですね。子どもに話したのは、信号待ちするときでも安全なところ、どっから

車走ってるか、こう、見て、危ないところに立たないようにとか。私自身の話もしま
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した。私自身の話というのは、私、渋滞とか高速道路で渋滞で止まって、後ろに車が

来てなかったら必ず後ろ見てドアに手をかけます。ていうのは、もし車が突っ込んで

きたらドア開けて逃げるためです。本校個別登校にしてるので、そういうふうな指導

をしてるというのと。今の話でいくと、やはり集団になると個人が注意してよけるっ

ていうのがちょっと厳しくなるのかなっていうところで、前回分科会のときに話しし

ています。通学距離とか時間については。 

 （委員） 

・それ、後でまた言うので。今一番目だけでお願いします。 

 （木村生野南小学校長） 

・いやもう。じゃあ分かりました。 

 （委員） 

・はい。それで全然よくて。いいんです。そちらがそうやってやってることで。どちら

の子どもについてもそういう危険回避能力みたいなものを高める必要はあるし。ただ

別にべたっと前の子にひっついて、どこも見ないで歩いてることはないですし、それ

で私たちが危険と感じるほどめちゃめちゃくっついてっていうことはないっていうこ

とを分かってもらいたいなっていうことなんです。どんな状況であろうと、個別登校

であろうと事故が起こる、そういう状況、個別登校の子も列が２組、３組になったと

きに起こるかもしれないし、前を見てない状況も起こるかもしれないし。八街市のこ

とは、別に前の子とすごいひっついてて、それをひっついてるから逃げれなかったっ

ていうだけではない。別に集団下校で必ず前の子にひっついときなさいって言われて

る場面でこれは起こってはいないので、そのときそのとき違うシチュエーションもあ

りますので、こういう極端な表現でこれを一つ表現されるとその言葉が独り歩きしま

すし、イコール危険っていうようなメッセージに伝わるっていう部分を発する意味っ

ていうのはなくて、個別登校のいいところを言っていただいたらいいんです。だけど

集団登校はこうだっていう言い方はしないでほしいなっていうことです。 

 （花月教育委員会事務局総務部学校適正配置担当課長兼生野区役所地域活性化担当課

長） 

・はい、失礼します。教育委員会の花月でございます。先ほど、三宅の方から冒頭説明

ありましたように、この通学方法につきましては法令に定められたものでもなく、ま

た大阪市におきましても、それぞれ個別登校の学校があったり集団登校の学校があっ

たりします。それは説明でありましたように地域の事情によったりとか、子どもたち

がそれまで集団登校で培ってきた安全方法の仕方であったり、個別登校で培ってきた

個別登校の仕方、それがそれぞれ学校の現場においてもそうですし、子ども一人一

人、子どもたちから子どもたちへ伝わっていくっていうところもあろうかと思いま

す。ですので、おっしゃられているように、どちらが良い、どちらが悪いと、相手方

をまた相手方と違うほかの通学方法を否定するような話ではなしに、子どもたちの安

全を第一に地域に即した通学方法、それで話していただけたらなと思っております。 

 （委員） 
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・地域に即した方法、今おっしゃいましたけれども、今まで両方とも地域に即した方法

で通学してるということは、それでしたらね、これもう校名一つにせんと、田島は田

島、生野南は生野南の生徒に分けて、そうやってそれぞれの通学をしたらどうです

か。何が正解って、これなかなか言われへんから。田島は今までどおりこの団体で通

学してると。それは今さら変えられへんと。しかし、生南の今先生の話聞いてたら、

うちはこうやと言われたら、これどこまで行っても平行線ですわ。しかし、言いにく

いこと言うけれども、先生は結局よそから来はって、いつかはもうおらんようなる。

しかし、地域の方々ずっとおらないかんねんから。地域に即した通学方法が一番ベタ

ーやと思いますわ。せやから、どちらがどうやいうこと言いませんけれども、今まで

田島地域がこうやってきた、生野南はこうやってきた。だから、これは生野南の子の

父兄さん、いわゆる地域の方々がどういう御意見持っておられるかということで一遍

聞きはったらどうです。そうせんだら、これどこまで行っても平行線ですよ、これ今

話じっと聞いてたら、もう最終的にはそれ合わなんだら、校名変えんと、田島小学

校、生野南小学校でいったらええと思いますよ。そうせな、こんなぶらぶらではあか

へん。 

 （花月教育委員会事務局総務部学校適正配置担当課長兼生野区役所地域活性化担当課

長） 

・ありがとうございます。 

 （委員） 

・ちゃんとやってください。 

 （委員） 

・そこを今ずっと話合いの中でお互い知りながら、一番来年の子どもたちがいかに安全

に行けるかってことと、保護者もいろいろ不安に思われてる場面すごいあって、立ち

当番で立ったり、すごい声もかけられますし、いろいろあるんです。その中で、いか

に混乱しないように。子どもたちもほんとに来年度行ったことのない、中学校知らな

い子どももいるし、保護者もいるかもしれない。全員１年生から６年までいつもだっ

たら新入生だけがその学校を知らないけど、１年生から６年生まで全然違う場所に、

通学距離も変わり、通学ルートも変わり行くってことにすごく不安に思われてる保護

者に対して、やっぱりその不安をちょっとこう。よりやっぱ低学年のほうが親は不安

っていう部分に寄り添うような話合いができたらと思ってるので、こちらのことは、

こちらの集団登校について、そういう独り歩きするようなメッセージはやめていただ

きたいなっていうことがすごく大きくあります。もう２個目は、集団登校は集合場所

が遠いという場合があったら、通学距離が増えたり待ち時間など含めると通学時間が

増えたりするということで、また、木村校長のほうから集団登校はこういうことだっ

ていうことでお話があったんですけど、でもそのことに関しても、個別登校でもやっ

ぱり子ども同士が全然家が違う同士が約束しあったら、結局通学ルート全く通らず、

やっぱりその子と待ち合わせ、もしするような場面が行って誘いに行ったりしたら、

やっぱり時間とか距離とかで通学ルートも通らないみたいなことって個別登校でも起
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こるし、そういうときにはやっぱり時間もかかったりで、それについてはどこを通っ

たのかっていう見るようなことがないので、やっぱりそういうことってあると思うん

です。だから、これをまた集団登校のデメリット的なことでこないだ箇条書きにして

出されたんですけども、これも両方の場面であるんじゃないかなって思うことなの

で、そういうふうに言わないでほしいし、集団登校の集合場所もどの子にももちろん

最短距離であればいいけれどもそうじゃない場面もありますが、より通学方法に近い

場所でなるべく短いところでちゃんと近いところに設定しているので、それほどの不

安があるほど通学距離も時間も伸びませんっていうことと。もう一つ、班長の心理的

負担っていうことで御指摘あって、私もそのことずっといろいろ考えてみました。班

長に指名されて事故が起こった場合、その子はすごく責任を背負わないといけなくな

るっていう場面に、学校からお前が班長しろとかいって強要することはできないって

いうことで御指摘あって、そういう声も確かにあるっていうことも私もいろいろ調べ

もしましたし、書きました。ただね、いろいろ声があることも分かるし、それを危険

と思われる方がいるのもなんとなく話はするんですけど、田島のやってる集団登校で

それがそんなにマイナスになってないってことだけは知っていただきたいんです、生

野南の方に。すいません、ほんとに。このとりあえず登校の仕方、全く悪く言うつも

りもないし、全然そんなつもりないんで聞いていただきたいんですけど。高学年は１

人で行く子もいるし、別にそういう子とか、そんなに危険とかそんなんはないんかな

って思うんですけど、やっぱり低学年の保護者は防犯の面でもそうですし、１人でい

るっていう時間がある、登校時間ね、そういうのにやっぱり事故のこともあるし、だ

から声掛けして一緒に誰か行ってほしいなっていうようなことがあると思うんです。

その際に、一緒に行こうっていうふうに近所で、約束して一緒に行ったりする場合で

も、その友だちが年齢違ったりして早く登校する、今日は月遠足やとかそんなときも

あるやろし、なんかいろんな場面でお休みもするときなったら、またちょっと違う、

今日一緒に行ってもらえんってなったら、まだ低学年やし、またお願いせなあかん、

ほかのところにお願いせなあかんっていうような苦労があるっていうな話もちょっと

聞いたりするんですけど、そういうときに集団登校は多少の人数の変動があっても毎

日安定して送り出して登校できるっていうのを田島の親はメリットにすごい感じて、

支持もされてます。やっぱり、なかなか子どもも少なくなり、核家族みたいな部分も

増えて、声をかけやすい人もいる、声かけてすぐに一緒に行ってもらえる人もいれ

ば、やっぱりそこの地域になじんでない方とか外国人の方とかもだんだん増えてきて

ますし、誘い合える人はいいけど、知り合いがいなくて、そういうことがやっぱり苦

手って、子ども自身も苦手って子もいてます。そういう子どもの登校に対して、近く

に住んでいるそういう班みたいなグループを組んでもらえて安心して送り出せるって

いうのは、もう自分らからしたら感謝しかないわって言ってもらう場面の方が、田島

の集団登校の親ではそっちのほうが大きいし、もちろんそれが危険やって思ってる親

はいないってことだけは分かっていただきたいんです。 

 （委員） 
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・ごめんなさい、、みんなね、保護者、それから教育のプロ、皆さん、委員の一言一

言、すごくもう身にしみて分かってますんで、ちょっと挟ましてもらっていいですか

ね。正直に言いまして、今、これずっと話してても必ずここで大正解は出ません。は

っきり言いまして。やってみないと分かんないっていうのは残り数％どうしてもあり

ます。ですのでね。僕一番大事な観点やなと思うのは、双方のメリット、デメリット

を今、みんなで共有できましたので、それでまたスタートしてみてね。もう一度保護

者、それから特に大事なのは見守り隊の人を交えてね、もう一度再考してほしいんで

す。必ず、逆に生野南で個別登校するとこういうふうにした方がいいとか見えてくる

と思いますし、田島でまずは集団登校したらここはこうした方がいいっていうの必ず

見えてくると思いますのでね。そこはちょっとね、学校長の皆様にもね、必ず保護者

と、それから見守り隊の人、必ず入れてね、ちょっと再考していただく機会を必ずつ

くってほしいなと思ってます。 

 （委員） 

・委員すいません。私ね、集団登校ももちろん、田島で集団登校にメリットを感じる分

をいうたら生野南の委員の方に知っていただけたら、地域のみんなに知ってもらえた

らなっていう気持ちが一番大きいんですけど、まずこれを結構な感じで否定、田島の

集団登校についてって、いって何回も木村校長先生のほうから、これはよくない、こ

れはよくない、みたいなことを言われてるんです。これは、私が恐ろしいと思ってい

るのは、これで学校が一つになっていく、それぞれ学校の説明会がこれからある中で

知らされたりで、メッセージがほんとに独り歩きする中で、そうやって集団登校って

危険らしいでって思われてるっていう話をやっぱり聞いたりするので、そういうメッ

セージを、それぞれの行き方っていうのはしっかりそれぞれの保護者に出してもらえ

ばいいんですけど、なんか相手のやってることを批判的に言われるようなことをされ

るのはもうやめてほしいです。それを私は言いたくて、ここにわざわざ、安全部会を

超えてここで話してるっていう意味は、いろんな場面で、それだけの場面だけじゃ、

そういう意味だけじゃないことがあるってことを伝えながら、そうやって表現される

ってことはやっぱりよくないなって、私は思ってるんです。それを、途中ですいませ

ん、切られてしまって、その一番伝えたい部分っていうのが、ちょっとすごい長くて

申し訳なかったですけども、一番言いたい部分は、そうやってこれから親に、例えば

両方ともの親にそういうなんか、自分とこがこうやっていう以外にそうやって隣の行

き方が違うっていうのは完全に混乱する中に、まずはあると思うんですけど、そんな

中で一緒に行きながら、一緒のクラスにいながらそういう状況が起きたときに、保護

者もそうですし、子どももそうですし、なんかそこに間違ったそういうイメージみた

いなものが入ってしまうことがすごいよくないこと、一つの学校になっていこうとし

てる場面でよくないことやなって、そこの不安がすごいあるので、今日あえてここ

で、両方いいとこも悪いとこもじゃなくて、それぞれそうやって言われる場面につい

てはいろいろなそういうシチュエーションがあったり、そういうことでそう一概に言

えないっていう部分は分かっていただきたいですし、そういう表現もしないでいただ
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きたいなっていうことを一番伝えたいですし、一番大事なのは、よりちっちゃな子も

そうですし、不安に思われてる方にどれだけ寄り添った話合いができるかなっていう

ことを一番したいなと思ってますので、その一貫の環境を一番考えてリスクを減らせ

るように話合いしていきたいなって思ってます。来年度なってからしかもちろん分か

らないことももちろんありますけど、集団登校は大池小がこないだスタートしました

けども、大池小でも中川と、中川は集団登校でそれに合わせる形でなったりして、全

国でも６割以上のところがそうやって採用しながら、やっぱりそのメリットを感じる

部分が大きいっていうことでされてたりもします。だから、いろいろこないだのとき

に、結構いくつか指摘がありまして。 

 （委員） 

・ごめんなさい。委員。ちょっとね、みんなの意見がちょっと今ここで出せない状況に

なってるんで。それから、委員のおっしゃってること、すごくね、みんなもっともや

なっていうふうに思って聞いてます。すごく存分に伝わってますのでね。 

 （委員） 

・いや、だからまあそういうことです。集団登校のいい部分。それをこうお互いに悪く

言い合っては来年の学校が一つになるのに絶対よくないので。 

 （委員） 

・もうほんとに分かります。 

 （委員） 

・そういうことをじゃあ実際今ずっとなされて、私たち言われてるんですね。それにつ

いて、そういう言い方をしないでくださいってことを、これからのためにはよくない

んじゃないかなっていうことを皆さんに聞いていただきたいなと思って言いました。 

 （上原学校環境整備担当部長兼生野区役所こども未来担当部長） 

・ちょっと座長、いいですか。 

 （委員） 

・はい、どうぞ。 

 （上原学校環境整備担当部長兼生野区役所こども未来担当部長） 

・すいません、委員も木村校長も貴重なお話、聞かしていただいてて。やっぱり、さっ

き委員おっしゃってたのは、今生野南のほうで取り組まれてる通学方法を委員はもう

すぐに変えてほしいとかそんなことではないんですよね。 

 （委員） 

・もちろんです。 

 （上原学校環境整備担当部長兼生野区役所こども未来担当部長） 

・ねえ。ただ、双方でいいところ悪いところ議論しながら、統合後の学校が今後どう進

んでいくんかとかそういう建設的な議論をしたいから、だから、集団登校はこんな悪

いところがあるっていう一つの御意見を校長先生はお持ちなんですけども、それをあ

んまり表に出して、あたかも今、田島で取り組まれてる集団登校がそういうデメリッ

トがあるかのように言わないでほしいっていう御意見かなあと思ったんです。 
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 （委員） 

・そのとおりです。 

 （上原学校環境整備担当部長兼生野区役所こども未来担当部長） 

・ですんで、私も、実は私の子どもも転居によって、もともと個別登校の学校から途中

で集団登校の小学校に変わりました。私保護者で立ち番もやってましたんで、やっぱ

りね、双方いいところ悪いところ絶対あると思います。私の娘も５年生、６年生で班

長をやってて、そのときに旗持って子どもたちが横断歩道渡るときにこうしてやった

りとか、やっぱりなかなか負担があるいうのも見えましたけども、でも私、親として

思ったのは、集団登校は集団登校のよさがあって、例えば不審者に対しては非常に強

いとか、今、木村校長おっしゃったように個別登校は個別登校で、またこれ指導内容

によってはね、集団登校でないと出せない、やっぱり不審者対策とかいうたら弱い面

はあるかもしれないけれども、そういうやっぱりね、集団登校も一つではありませ

ん。学校によって、地域によって全然取組内容が違うので、それは集団登校でもうっ

かりして歩いてたらやっぱり事故とか起こりやすいと思いますし、個別登校は個別登

校で個別登校のデメリットを消すような指導を頑張ってされるだろうし、これは個別

登校も集団登校もそれぞれメリット、デメリットあるので、今お互いの地域をまず尊

重しながら一つの学校になって議論しながらですね、よりよい形っていうのを今後探

っていくっていうことなんかなと。やっぱり無理やり始めるときにというのは、コン

センサスができていればいいですけれども、やっぱり意見の隔たりがある場合は、や

っぱり子どもたちが混じればおんなじクラスでやり方の違う子どもたちがやっぱりど

っちがいいのとかそんな話で、子どもたちの間にも地域にも意見ができてくると思い

ますんでね。確かに議論していくことは大事だと思いますけども、ちょっと答え出す

のを拙速に急いでしまうとあんまり納得性がない中で混乱したりするので、今、委員

も生野南のやり方を尊重されるような言い方されてますんでね。お互いにやっぱり一

定相手方の地域のやり方、学校の運営っていうのを尊重しながらいいとこをちょっと

取っていくような努力をしていただけたらなあというふうに思うんですけども。ちょ

っとすいません、しゃべり過ぎました。座長、すいません。 

 （委員） 

・ありがとうございます。 

 （佐野田島小学校長） 

・すいません。ごめんなさい。ここ報告のところなんで、お伝えだけちょっとさしてい

ただきたいんですけども、部会の後、田島のほうはちょっと意見持ち帰りますいう形

で終わってたんです。で、その部会の後、ＰＴＡ会長と副会長２名と教頭と私でちょ

っと話さしていただいた中で、さっき委員が仰ってたんですけど、全然、集団登校と

個別で違うんですけど、もう四月のスタートは、もうその形でまずスタートして、長

くとも一学期は様子を見て頂いておいてもらえればというのを会長のほうが仰ってま

したので、まあそういうことも考えながらいければと思っています。 

 （木村生野南小学校長） 
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・一言で言うと、ちょっと誤解があるので、私だから集団登校を別に否定してるわけで

もないし、やってもらったらいいと思ってるんです、その言ってたと思うんですけど

その時も。で、今回ちょっと書いたのは、一応さっきも言ったように個別登校、そら

ね、ただ一人で来たら防犯上危ないとか色んなデメリットがあるんで全部を書かなか

って、集団登校のみを書いてしまいましたけども、どちらもあるなっていうのはもう

分かってますので、集団登校やってる学校も沢山あるしそれは別にいいんですけど、

幾つかね、例えば本校の実態として子どもの個別登校での８時 10 分の学校入れる時

間にもう６割から７割の子ども登校してるんですよ。何でかって言ったら遊びたいん

ですよ朝から。で、さっきの距離とか時間て細かいとこなんですけど、子どもにとっ

らた門開く前に学校来て、朝 20 分間遊べるっていうのは、すごい大事な時間で、そ

ういうのが結局子どもの権利というか自己決定権、で早く来たら遊べる、でも学校と

しては８：30までに来たらいいよって言ってるんで、まあそりゃあ８：30ギリギリ

に来たい子もおるし、じゃあ結局その子どもらの安全ってどうなるんかって言った

ら、我々学校の門くぐったら学校管理下で自分たちの責任なんで、早く来てる子おっ

たらやっぱりその子らの安全確保をしないといけない。で、外はもう皆さん分かって

はりますけど、外の安全っていうのは基本的には保護者と本人が自己決定によって安

全確保するっていうのは基本になってくるんと思うんですよね。だから子どもも親も

集団登校が良いっていうのであれば、当然集まって来て、その方が安全や。例えば大

人が誰かついてよそ見したりとかしとったら危ないよって言うのは別にいいと思うん

ですけど、ただ我々が子どもにあなた班長や連れて来てねっていうのは、その学校の

権限としては言えないんですよね。その子ども、僕らが見てない指導も何もできない

空間で、その６年の子に他の子の命預かって来てっていうのは、まあ言えないので、

そこはやっぱり保護者とか本人たちの同意がなかったら難しいなっていうので、現

状、生野未来の子どもらは多分やっぱり自分が早くに来て遊べてるっていうのがある

ので、なかなか今から、じゃあそれはもうなしにして、下の子連れて安全確保して来

たってっていうのが厳しいなっていうことで、まあそういう話しになっただけで、決

してその集団登校を否定してるわけではないので、そこだけ判って頂きたいなって思

います。以上です。 

 （委員） 

・はい。 

 （委員） 

・どうぞ。 

 （委員） 

・以前に話聞いた時には、生野南は個別で田島は集団登校やってるんで、取り合えずそ

れでいってみよかっていうので決まったかなっと思ったら、今またどっちかにした方

がええんじゃないかって話が出てきたりしてるんで、何ですけども。うちの家の前も

結構、子どもは通るんですけど朝よく見てるんです。独りぼっちで行く子っていませ

ん。みんないくつかのグループ、それこそ４、５人のグループその中でリーダー的な
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子がおったりというので、生南の方はそれで見守り隊の方もそれに応じた立ち方をし

たりしてるんで、急に決めなくても取り合えずそれでやってみてあかんところがあっ

たら通学路も変わりますし、通学路決まってるんで、そんなに一人ぼっちでどっか歩

いてるっていうのはよっぽど遅刻しそうになって、必死に走ってる子だと思いますか

ら、その状況見てからでもいけるんじゃないかなって思うんですけども、先生の方は

ね個別で通学する子と集団でする子と、ちょっと指導はされなあかんのかもしれませ

んけども、でも生野南の子もそんなにバラバラ、ほんまにバラバラで行ってる子はそ

んなにないんで、そんなに特別な指導はないと思います。委員から朝、物騒な人がお

るって言ってはったけども、それやったら帰る時の方がもっと学年によってバラバラ

になりますから、そっちの方をもっと優先を置いてやっていかなあかんのかなって思

います。以上です。 

 （委員） 

・ありがとうございます。 

 （委員） 

・先生すいません。私もその通りやと思ってて、で生野南登校が成り立ってるのは、今

の話聞いてたらほんとに言ったら 4人とか、こちらもそういう班もあるので、実態と

した結構似てるような、班として決まってるか決まってない別やけど似てる部分もあ

るし、それが上手くいってるのは学校のご指導とやっぱり見守り隊がしっかり立って

下さってこそ成り立ってて、ほんとに事故なく皆さん行けてるっていうのは私よく判

ってますので、同じようにただちょっと小さい子らはよけい気を付けてあげたいなっ

ていうような話もしてきたらいいし、今、出た下校時ですよね、下校時の話もできた

らいいし、学校の前の、中学校の前の信号のところがやっぱり、ファミリーマートの

方からずっと入ってきたらあの道、生南の方も入って来る道やし、田島もまだこすい

から判ってくる、あそこを渡ることになると思うんで、あそこがすごく子どもが溜ま

るのに居場所がない中で、どうやって信号渡らすねんやろかって、いつもあの辺は本

当に危険やなって思ったりしてるんで、よりそういう話し、しっかり声を聞きながら

していけたらなあって思ってます。それぞれの悪いとこ言ってしまうと本当にそれが

変なメッセージになってしまって、私も集団登校って事故に遭うんやで。みたいなこ

とを言われてしまうと、すごい悲しいですし、お互いそうじゃないっていう事をしっ

かりこう、自分がいいところはしっかり学校からも伝えてもらってっていう中でスタ

ートしていかないと、子どもら本当に混乱してしまいますので、そのラインでそうい

う風にあまりうわって言わないで欲しいなあってことが一番大きなことで、もうちょ

っと大事な話をしっかりしていきたいなってことです。以上です。 

 （委員） 

・ありがとうございます。それぞれの観点が良く判りました。地域の一員としてね、そ

ういう眼で児童の共有をちょっと見守りしていきたいなと思います。またそういう風

ななんか気付いた点がありましたら学校の方にもご指摘差し上げたいと思いますの

で、また皆さんも色々、ここ危ないなって思われたらご指摘頂けたらなって思います
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ので、開校後も引き続きよろしくお願い致します。続きまして環境専門部会について

の報告を事務局より願い致します。 

 

 【報告 第５回学校環境等専門部会について】 

（１） 行政からの説明 

（説明者：（三宅総務部学事課学校適正配置担当課長代理兼生野区役所地域まちづくり

課地域活性化担当課長代理） 

・令和３年９月 21日にですね。第５回の学校環境と専門部会を開催しまして、ご意見

等への対応について意見交換を行いましたので、その結果を報告致します。報告資料

２の方をご覧頂けますでしょうか。主な確認事項としまして、田島南小中一貫校の第

二工期の整備内容等について、今後は整備認定という意見交換を行う為の第一回目の

整備案の提示案を行ったところなんですが現在、田島小学校にある桜やひまわりな

ど、それぞれに思いがありまして、それらの思いを反映した整備にして欲しいという

ご意見や小学生が自然に親しむように整備して欲しい等、さまざまな意見を頂戴いた

しました。現在頂いたご意見を踏まえまして整備案の再検討を行っているところでご

ざいます。引き続きよりよい第二校地の環境となるように学校環境等専門部会におい

て意見交換を行って参りたいという風に考えております。また、令和４年度一学期に

使用する仮設のいきいき教室につきましては、当初予定しておりました家庭科室の位

置から３階の多目的室の方に変更してまいります。その他の意見等につきましては記

載の通りとなっておりますのでご参照頂ければという風に思います。引き続き部会に

て学校環境等の整備を検討して参りたいと思います。報告につきましては以上でござ

います。 

 

（２） 質問等の概要 

（委員） 

・ありがとうございます。では、ご意見の方、委員よろしくお願いします。 

 （委員） 

・ちょっと整備の件、さっき仰いましたけれども、田島小学校の整備の件はですね、必

ず地域に周知するということで、地域に相談して下さい。いうことはやはり地域の

方々は、今まで田島小学校とともにですね歩んできて、とりあえずずっといてはる

方々、引退してですね黙ってやるってことは、失礼かなと思っとります。とりあえず

田島小学校の整備、あるいは植木をどうする桜どうするいう事は必ず地域に相談をし

て下さい。以上です。 

 （委員） 

・ありがとうございます。 

（三宅総務部学事課学校適正配置担当課長代理兼生野区役所地域まちづくり課地域活性

化担当課長代理） 

・今頂きましたご意見、踏まえてですね対応していきたいと思いますのでよろしくお願
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い致します。 

 （委員） 

・はい、承知いたしました。何かこの部会の方からご指摘された中で、何か補足等ござ

いませんでしょうか？ 

 （委員） 

・はい、すいません。 

 （委員） 

・はい、どうぞ。 

 （委員） 

・私、環境部会に出てるんですけど、この間。今、この案が出て全部プールも学習園も

桜の木も遊具も全撤去で全部グランドにするっていう点で、行政の方から意見頂い

て、なるべく小学生も中学生も活用できる第二校地としての姿を私たちは描いている

ので、そのこと全面グランドでたくさんコートがスポーツのコートがとれたらいいっ

てだけじゃありませんってことでお伝えしたんですけど。これはまた話していく、今

委員からも地域からの意見もあるってことではありましたけど、環境部会でまたこう

やって、提案もまたして頂いてみたいな流れなんですか。 

 （三宅総務部学事課学校適正配置担当課長代理兼生野区役所地域まちづくり課地域活性

化担当課長代理） 

・そうですね。基本的には、地域の方のご意見も頂きながらで、環境部会の中で議論し

て頂くっていう風な形になると思います。 

 （委員） 

・はい、じゃあ、それじゃあ 

（委員） 

・ちょっと補足しておきますが、今、委員がこうなんとか言われておりましたけれど

も、最後に重複しますけれども、ちょっと聞いたような話を言いますけれども、植木

を整備するとか桜を切るとかいうようなことはですね。とりあえず地域に黙って学校

のこの校庭の桜等々のことは、必ず地域にどうするかという事を声をかけて下さい。

とりあえず地域としたらですね、まあこの形、あんまり変えたくないという風なこと

でご意見を散々頂いておりますので、ひとつよろしくお願いします。 

 （大川生野区役所地域活性化担当課長兼教育委員会事務局総務部生野区教育担当課長） 

・一応ここについては検討会議なり部会の運営委員に関わってくる話しかなと思ってお

りますので、またどういう形で田島地域の皆さんにお知らせするのかということは改

めてご相談させて頂きたいと思いますのでよろしくお願いします。 

 （委員） 

・ありがとうございます。 

 

 【その他】 

 （工事の進捗状況教について） 
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 （説明者：（三宅総務部学事課学校適正配置担当課長代理兼生野区役所地域まちづくり

課地域活性化担当課長代理） 

 ・すいません一点よろしいでしょうか。環境部会の方でですね、今、建設してます校舎

の工事なんですけど、若干遅れているけど、というようなお話あったんですけど、一

応、遅れてるかどうかとか、そのへんは専門部会の方で意見伺った後、実際工事進め

ています都市整備局の方に確認して頂いて、回答を先に委員の方に申しておったんで

すが、一応こういう公式の場でも申しておきたいという事で、今お話しさせて頂きま

す。回答としまして令和３年２月の説明会以降、校舎増築工事は悪天候や地下水対策

の追加によりまして、進捗に若干遅れが生じています。ただ現在様々な取組を検討実

施することでこれを吸収し、予定通り開校時の校舎使用開始が出来るものと考えてい

ます、という事で回答頂いておりまして、開校に向けて都市整備局の方で頑張って工

事を進めて頂いてるという事になりますのでよろしくお願いします。 

 （委員） 

・大川さん。 

 （大川生野区役所地域活性化担当課長兼教育委員会事務局総務部生野区教育担当課長） 

・はい。 

 （委員） 

・今、環境部会がどうやこうや言うたけど、それはどういうこと。 

 （大川生野区役所地域活性化担当課長兼教育委員会事務局総務部生野区教育担当課長） 

・今日の報告資料に今の範囲入ってるんですけども、環境部会の中で、先程、委員から

ありましたように、運動場を出来るだけ広くとるという提案一度させて頂いてるとい

う状況です。その環境部会の中でご意見を頂戴して、今新たな提案と内容を検討中と

いうことになってますんで、委員からございました話というのは、基本、環境部会の

中で議論今頂いているところです。もしあれでしたらその環境部会の、失礼しまし

た、部会の委員数っていうのも人数の上限を設けてませんので、部会の中に入って頂

くことによって議論経過も含めてより詳細に分かっていただけるのかなっていうイメ

ージを持っているんですけども。 

 （委員） 

・もう詳細にあんまり判れへんから聞いてまんねんがな。だからもう環境部会うんぬん

と大川さんは言いはるけどな、取り合えず地域が生きてるメインやから。せやから結

局いいこと言ってもくれても大川さんにしたって、結局、生野の人ちゃうねんから、

取り合えず田島、田島、今までずっとやってきてんから、やはり地域の意見を尊重し

て下さいっていうこと言うてんねんから、一つその点はお願いします。 

 （大川生野区役所地域活性化担当課長兼教育委員会事務局総務部生野区教育担当課長） 

・またその辺もどういう形でご意見をお伺いするか、特に校舎の関係とか含めての話か

とは思うんですが、改めてご相談させて頂きたいと思いますのでよろしくお願いしま

す。 

 （委員） 
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・いっぺん学校全体の事をもっぺん、色んなことで議論をしていきたい、こう思ってお

りますんでよろしくお願いします。 

 （大川生野区役所地域活性化担当課長兼教育委員会事務局総務部生野区教育担当課長） 

・ありがとうございます。 

 （委員） 

・それらまた、そういう風な環境部会も含めて、またそういった地域とのセッション含

めてそういう場を設けて頂きたいと思いますので宜しくお願いします。議案について

は以上でしょうか。そうですね。はい議事報告については以上となります。その他ご

ざいませんでしょうか。はい、それでは事務局にお返ししたいと思います。よろしく

お願いします。 

 （竹中生野区役所地域まちづくり課担当係長兼教育委員会事務局総務部教育政策課担当

係長） 

・はい、ありがとうございました。それでは本日の議案の方ですね、校歌の方ちょっと

確認だけなんですけども、校歌の方につきましては、ここで示されてる４番“生駒を

遠く仰ぎみて”とういう校歌で決定ということで、この後大阪市教員に作曲の方依頼

しまして、２月中頃には完成した原案をまた検討会議で皆様に確認して頂いて、校歌

の方決定していくという流れで進めてまいりますのでよろしくお願いします。あと、

専門部会につきましてはですね。環境部会と安全対策の部会なんですけども、又別途

日程調整は改めてこちらからさせて頂きますので、その際には、またお忙しいところ

いつも申し訳ございませんけども、どうぞよろしくお願い致します。次の検討会議も

また改めて日程調整の方ですね。させて頂きますのでどうぞ宜しくお願い致します。 

 

７ 主な確認事項 

 【校歌について】 

・校歌の歌詞については、議事資料１－２の④とする。 

・校歌の作曲は本市教員に依頼して進めていくこととする。 

 

８ 会議資料 

・ 議事資料１－１   校歌について 

・ 議事資料１－２   歌詞の応募作品 

・ 参考資料１   歌詞案に関する教員の「意見・感想」 

・ 報告資料１  第３回安全対策専門部会 開催結果 

・ 別紙１    第３回安全対策専門部会 資料一式 

・ 報告資料２  第５回学校環境等専門部会 開催結果 

・ 別紙２    第５回学校環境等専門部会 資料一式 


